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 まぁ大体、毎年奈良のお水取りが済んだら、寒さも緩み始

めるものです。それに昔から「寒さ暑さも彼岸まで」なんて言

いまして、春分・秋分で季節が切り替わる。日本ではこのサイ

クルを脈々と続けてきたわけでして、今年もちゃーんと梅が咲

き春がやってきました。ゆめさきの森でも、次々と花たちが咲き始めています。タイトルバックにあるのは「ユ

キワリイチゲ」。日本固有種の多年草でとっても可憐な花です。漢字で書くと、雪割一華と書きます。「雪割」は

雪を割って出てくる早春植物であることを意味し、「一華」は一本の茎に 1 輪の花を咲かせるという意味だそう

です。右隣にいるのは、樹の中では最も早春に花の咲く「アブラチャン」で

す。鮮やかな黄色で可愛い花なので名前もかわいらしいのかと思いきや、漢

字で書くと油瀝青と重苦しい字です。「油」はその字のとおり油のことで、「瀝

青」チャンは、いわゆるタールピッチのことで、名前の上も下もよく燃える

油という意味です。実際、含有油分が多く、薪炭として多く用いられ、果実

や枝から油を搾って行灯の油として用いていたことから、この名がついたよ

うです。早春に可愛く可憐に咲く花なのに、ちょっとかわいそうな名前です。

かわいそうな名前と言えば、左にいる、オオイ

ヌノフグリです。今はソーラー発電所となって

しまった虹技のグラウンドにも春には咲き乱れ

ていた紫のかわいらしい花です。畑やあぜ道で

もよく見かけます。この花、イヌノフグリとい

う花によく似ていて、花の大きさが少し大きいことから、この名前になっ

ているのですが、このイヌノフグリの語源が、実の形が犬のキン●マ袋と

いう意味なんです。花が枯れた後に結実する実の形が犬のキン●マ袋にと

ても似ていることから、そうつけられたそうです。で、どうしてオオイヌノフグリがかわいそうか、と言います

と、この花の実は犬のキン●マ袋とは似ても似つかない、かわいらしいハート型なのです。たまたま、花の形が

似ていて少し大ぶりだというだけで、あたかも大きなキン●マ袋を想像させてしまう名前を付けられてしまっ

たのです。あぁ、何たる悲劇。 右にいるのは、これまた耕作前の田畑やあぜ道に今の季節に花を咲かせるホト

ケノザです。良く見かける雑草ですが、このようにアップで撮ると、結

構かわいらしいですね。名前の由来は、花の下に位置している葉っぱ

の形が仏様の蓮華座に似ていることからそう名付けられたようです。

昔なら、もう少し暖かくなると、田んぼをいろどっていたレンゲソウ

も、花の形や色がスイレンのようであることから、そう名付けられて

います。これらの名前はとても由緒の正しさを感じさせるのに、イヌ

ノフグリとは、同じ花なのえらい差別です。 
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 里山というのは、きっちりとした定義があるわけではな

く、狭い意味でいうと人の生活しているすぐそばにある山

のことです。その昔、薪炭や柴、山菜、キノコなどの生活

必需品を得るために、長年にわたり人が手を入れて整備し

てきた山を一般にこう呼ぶようです。姫路にはいっぱいあ

りますよね、工場の近所でも壇特山とか京見山とか。それ

では、もうちょっと奥に入った、スギやヒノキの人工林の

山はどうなのでしょう。材木となる樹を育てるため、きち

んと人が手入れをしてきているという意味においては人工

林も里山の一種ということができるでしょう。つまり、広い意味での里山は、自然林ではない人の手が入った

森林を呼ぶのです。いわゆる二次林です。そうすると、日本の国土の約７割ある山林の内どれくらいが里山に

該当するのでしょうか。正確な数字は分かりませんが、ほとんどが里山と言ってもよいほど、日本の山には過

去に人の手が入っています。 

 

 人の手が全く入っていない森林を原生林と言って、たいへん少なく貴重な存在です。日本では屋久島とか白

神山地、知床のごく一部しか現存していませんし、世界的に考えてもボルネオの奥地でもアマゾンの奥地のジ

ャングルでも原住民が森林に手を加えている痕跡があり、厳密な意味での原生林とは言えないという説もあ

り、原生林の重要性は高まる一方です。ところが、こと

環境側面から見ると、原生林ほどＣＯ２吸収効率が悪

く、生物多様性の乏しいところはないのです。原生林は

陰樹と呼ばれる常緑広葉樹に覆われ、森の中は暗く森林

の成長が極端に遅い為、ＣＯ２の固定化が進みません。

陽の光が森の中に差し込まないため、草花や低木も一切

育たず、虫たちが育ちません、当然ながら虫たちがいな

いと鳥たちもおらず、ネズミやモグラなどの小動物もい

ません。いわゆる食物連鎖による生物多様性がまったく

断ち切られた、沈黙の空間なのです。 

 沈黙の空間である原生林に比べると、人の手が入った二次林（里山）は、ＣＯ２の固定化となる樹木の生長効

率が非常に良いだけではなく、生物多様性にも富んでいます。春になると多種多様な虫が出てきて、いろんな

種類の鳥がさえずり、草花が競って咲き誇ります。小川にはカエルや川魚たちが泳いで、リス、モグラなんか

の小動物たちはもちろん、キツネ、タヌキ、イノシシ、シカ、サル、クマ、と生物多様性が非常に高いのが特

徴です。 

 
 



 いま、この里山が危機に向かっているのです。人里に近い里山は、ガス・灯油・電気の急速な普及から、薪

炭が燃料としての需要がなくなり、スギ・ヒノキの人工林は林業の不振や後継者不足から、手が入らなくなっ

ているのです。人手が入らなくなると森林はどんどん野生化していきます。野生化するというのはどういうこ

とかと言いますと人里近くの里山は、落葉樹を中心に涼しく明るい森だったのが、下から常緑広葉樹が生えて

きて落葉樹を駆逐します。そして常緑広葉樹ばかりの森になると、森の中に光が入らなくなり、下草が成長で

きなくなり死滅します。下草が生えないと様々な動植物の食物連鎖が断ち切られ、生物多様性に乏しく、ＣＯ２

の吸収も極端に下がった「死の森」となるのです。これを専門用語で遷移と呼びます。スギ・ヒノキの人工林

も手が入らなくなると、間伐がされず、すべての樹の生長が遅くなり、森の中は真っ暗でこれまた生物多様性

に乏しく、ＣＯ２の吸収も非常に

少ない死んだ森になります。 し

かも、樹の一本一本がもやしのよ

うに脆弱なので根の張りも弱く、

山崩れなどを起こしやすい防災上

の問題も出てきています。 

 

 こういった背景から、今、里山整備の必要性が叫ばれているのです。でも、ボランティアの手で里山を整備

してこれらの問題が解決するほど野生化に向かっている里山の面積は小さくありません。森林整備ボランティ

アの必要性は、多くの人々に、普段意識していない森林の重要性について肌身に感じてもらい知識を得て、考

え、未来に向かってこの問題を解決に向けていこうとする機運を高めることにあります。そして、森林整備を

しなければならないと考える人々のネットワークを構築することに最大の意義があります。ネットワークが行

政や経済界に働きかけて、林業の再生事業を促し、将来を担う子供たちを森に連れて行き、様々な自然体験か

ら、森林の重要性をしっかりと感じてもらう、このことこそが、里山整備の真骨頂なのです。 

 

 今、日本の里山のほとんどが悲鳴を上げています。どんどん野生化が進み、死に絶えようとしているのが現

状です。森林が死ぬと、ＣＯ２吸収はもちろん、生物多様性は失われます。その影響は、山林だけではなく、河

川や海の貧栄養化となって現れ、河川にすむ生物も海洋生物も、多様性が失われることとなるのです。 
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 年齢、男女にかかわらず、だれでも参加できます。子供さんも連れて来てください。 森の中で食べるお弁当

は美味しいですよ。春の息吹を感じて帰りに入る温泉でほっこり暖まりましょう。 ₒ ̝

 興味のある方は、参加している方にお声かけください。 きっと充実した週末に満足され

るはず。 気軽にやりましょう。 

日 時 ： ４月８日（土） １０:００～１５：００（現地作業） 

場 所 ： 県立ゆめさきの森公園 「虹の森」 

申し込み： 環境管理 G 別所まで、またはお近くにいるメンバーまで連絡ください。 

メンバーの方はメール等で参加の可否を連絡いただければありがたいです。 

 初めて参加を希望される方は、保険に加入しますのでお名前、住所、携帯番号を連絡ください。 

 小雨は決行。天候が荒れそうな場合は前日夕方に、携帯に中止のメールで連絡いたします。 



３月５日（日）には、ゆ

めさきの森公園に所属する

各種ボランティア全員で、

遊歩道の、落ち葉カキを行いました。いままで、虹技の

ボランティアメンバーは、他のボランティアメンバーと

の交流をしてこなかったので、初めての交流活動になり

ました。5 名の参加でしたが、いろんなボランティア団

体の方々に声をかけていただき、よい交流ができまし

た。昼食にごちそうになったカレーも美味しく、帰りに

は公園で収穫したもち米で作ったお餅をたくさんいただ

き、充実した半日となりました。これからも機会を見つけて、公園所属の各種ボランティアとの交流の場を積

極的に持ちたいなと考えているところです。さしあたっては、5 月 4 日（木）には公園において新緑まつりと

いうイベントが、地元の方々と各種ボランティア団体とで催されます。虹技としては、昨年の秋のイベントに

引き続き、「シカ焼肉丼」の模擬店運営を行う予定です。連休中のイベントになりますが、お手伝いをしてくれ

るクルーたちを大募集いたします。とっても面白いですよ。我こそはと思う方は、小型鋳物事業部もしくは、

環境管理Ｇまで連絡ください。詳細は来月号でお知らせいたします。 

 

 さて、虹の森ですが、このたび、今まで整備

を止められていた尾根の東側斜面について整備

の手を入れてもよいとの許可が公園から出まし

たので、3 月 11 日（土）の整備は、この尾根

の東側斜面を中心に行いました。東側斜面の下

には小川が流れており、この小川に光を当てる

ことができれば、水生動物を呼び戻すことができる

でしょうし、鳥たちの食糧場としても豊かになるは

ず。最近、スギ・ヒノキの間伐を中心にしていたの

で、久しぶりに入れ食いのようにバッサバッサと常

緑広葉樹の柴を切り倒しまくりました。細い木をバ

ンバン伐るのも楽しいものです。この日は、兵庫県

の豊かな森づくり課の岩本副課長が視察に来られた

のですが、しっかりノコギリを渡して、ヘルメット

をかぶってもらい、みっちり半日作業に加わってい

ただきました。 

 ツリーデッキ班は、斜面に向けて張り出した部分の補強作業にかかりきり、梁

と柱の釘固定を終了したようです。手すりの寸法を測って、次回は、手すりに合

わせた転落防止用の網をロープで作って、取り付ける予定。これが取り

つけば、小さな子供でも転落する危険がなくなりますので、誰でも登れ

るようにオープンすることができるはず。 

 尾根の東面に光が当たるようになれば、東屋周辺からの眺めも大きく

変わるはず。下に流れる小川を湿地になるように改造すれば、水際のビ

オトープを作ることができるかも・・・です。そうすることができた

ら、虹の森の生物多様性は一気に豊かになるはず。これは楽しみです。 


